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三角形の３つの頂点を通る円は、ただ１つに定まる。これを、その三角形の外接円という。

三角形ABCにおいて、その外接円の中心をO、半径を R とする。 aBC 、 bCA 、 cAB
とする。

まず、 A が鋭角の場合を考える。

（ⅰ） A が鋭角の場合

直線BOと円Oの交点のうち、点Bと異なるものをDとする。すなわちBDは円Oの直

径であり、

R2BD  …①

である。円周角の定理より、

ABDC  …②、  90BCD …③

③より、三角形BCDはBDが斜辺の直角三角形であるから、三角比の定義より、
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A が直角や鈍角の場合にも、この関係式が成り立つことを示す。

（ⅱ） A が直角の場合

A が直角であるから、円周角の定理より、辺BCは外接円Oの直径である。したがって
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A は直角だから、
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（ⅲ） A が鈍角の場合

直線BCに関してAと反対側にある点で、外接円Oの周上にある点をEとする。円に内接

する四角形の対角の和は 180 であるから、

A180BEC  …⑧

A が鈍角であるから、⑧より BEC は鋭角である。したがって、（ⅰ）より（三角形BEC
について、その外接円は円Oであり、半径は R であるから）
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（ⅰ）（ⅱ）（ⅲ）より、三角形ABCについて、どのような場合でも
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がいえる。これを正弦定理という。
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正弦定理

三角形ABCにおいて、 aBC 、 bCA 、 cAB 、 AA 、 BB 、 CC と

し、外接円の半径を R とすると、
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